









れる。 しか し,通常の細菌感染症の治療で広 く行
われている抗菌薬の投与は歯周治療では限定 され
た方法で,抗 菌薬の投与のみで歯周炎が治癒 され














一端 を明 らかにす るために,P.gingivalis生菌
に対する宿主の免疫応答 に及ぼすアジスロマイシ
ンの影響を調べた。
【方 　法 】 マ ウ スマ ク ロ フ ァー ジ様 細 胞株
J774.1細胞にアジスロマイシン含有,も しくは非
含 有 の10%FBS含有RPMI　1640培地 とP






は有意に亢進 した。 しかし,抗炎症性サイ トカイ
ンのIL-10産生量は変化 しなかった。この結果は,
実際の歯周炎患者がアジスロマイシンを服用 した
場合にMCP-1やIL-6などの炎症性サイ トカイン
の産生が亢進することで,炎症反応が増強 される
可能性を示唆している。 したがって,ア ジスロマ
イシンを歯周炎治療 に用いる場合には投与期間と
投与量に十分な注意が必要 と考えられる。
